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第 1 章 序論






億円である１）。直近の 2007 年のデータでは、102848 億円となっている２）。 
同時に、不況による買い控えが広がり、価格に見合った必要で欲しい衣料品のみが売れる状況





























  金額（円） 数量（着） 平均価格（円/着） 
1991 30,356 1.246 24,362 
1992 29,434 1.255 23,453 
1993 26,737 1.163 22,989 
1994 25,038 1.215 20,607 
1995 21,975 1.057 20,790 
1996 22,714 1.031 22,031 
1997 20,465 0.975 20,990 
1998 17,902 0.888 20,160 
1999 16,390 0.839 19,535 
2000 14,633 0.783 18,688 
2001 12,725 0.701 18,152 
2002 12,089 0.609 19,851 
2003 9,764 0.514 18,996 
2004 8,815 0.439 20,077 
2005 8,565 0.459 18,660 
2005/1996(%) 38.11 44.52 84.70  
 

























加藤 司『経営研究』第 51 巻 第 2 号  
返品制、未引取問題を指摘している。アパレル産業に百貨店、量販店などの大型店とその納入
業者が陥る「部分最適化」状況を分析する。こうした状況は「優越的地位の濫用」によって販売
リスクを転嫁するため、積極的 SCM に取り組む意欲を減じられると解釈した。 
 
「日本アパレル産業における SCM の進展と阻害要因に関する実証研究」 



































































































































































































して総合物流施策大綱（1997 年、2001 年、2005-2009）、商慣行改善指針（経済産業省 1990 年）、
物流合理化ガイドライン（経済産業省 1992）、主要物資別流通経路・商取引・商慣行に関する調


































































































































































































































（消）消費者   （小）小売業者   （メ）メーカー 







































































注量の増加を図る。図表 3.1 に示す。 
 
 








































第２項 ithink ソフトウェアの製品概要 
 









































































































































第 5 節 意思決定プロセス 
 






































第 6 節 モデルの数値説明  
 
初期値は以下の通りに設定する。 
小売価格 2000 円、 
製品原価は 900 円、 
委託仕入手数料率は 0.2 とする。 
 

























































































1972 1974 1976 1979 1982 1985 1988 1991 1994 1997 1999 2002 2004 2007
衣料品年間販売額兆円
 
図表 4.1 衣料品小売販売額の推移 

















































































































































































図表 4.2 メーカーと小売の利益 
 








































































第 3 節 現在（1991 年以降）の市場 
 
第 1 項 現在の市場でシミュレーションの実行結果 
 





































































































































































































































図表 4.7 需要量一定の時のメーカーと小売の利益 
 
シミュレーションの結果は図表 4.7 を示す。 
メーカーの利益は、初期の段階では販売機械損失の減尐効果より、利益が増加するが、次第に返
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